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は
じ
め
に

　

こ
こ
数
年
の
間
、「
日
本
中
世
社
会
に
お
け
る
宗
教
者
の
政
治
・
文
化
的
環
境
に
関
す
る
研
究
」
と
い
う
大
き
な
研
究
課
題
を
掲
げ
、

具
体
的
に
は
、
中
世
前
期
に
お
け
る
下
総
国
の
太
平
洋
岸
か
ら
香
取
海
（
常
総
内
海
）
周
辺
、
さ
ら
に
筑
波
山
麓
か
ら
下
野
国
宇
都
宮

に
い
た
る
エ
リ
ア
の
文
化
環
境
を
武
士
団
の
存
在
形
態
を
切
り
口
に
し
て
考
察
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
度
の
研
究
成
果
の
論
文
発
表

で
は
、
鎌
倉
時
代
に
下
総
国
匝
瑳
南
条
庄
の
地
頭
を
つ
と
め
た
椎
名
氏
と
浄
土
宗
鎮
西
派
の
祖
と
な
る
良
忠
の
関
係
を
取
り
上
げ
る
予

定
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
執
筆
の
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
が
発
生
し
、
施
設
利
用
等
の
事
情

や
授
業
形
態
の
変
更
へ
の
対
応
か
ら
、
平
常
の
研
究
活
動
の
実
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
の
研
究
発
表
は
、
具
体

的
な
テ
ー
マ
を
考
察
し
た
論
文
で
は
な
く
、
房
総
半
島
太
平
洋
岸
地
域
の
在
地
勢
力
の
存
在
形
態
を
対
象
と
し
て
、
些
末
な
内
容
な
が

ら
、
研
究
の
過
程
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
様
々
な
点
に
つ
い
て
の
メ
モ
を
提
示
す
る
覚
書
で
責
を
ふ
さ
が
せ
て
頂
き
た
い
。

中
世
前
期
に
お
け
る
房
総
半
島
太
平
洋
岸
地
域
の
在
地
勢
力
─
覚
書
─

野

口
　

実
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一
．
古
代
に
お
け
る
征
夷
戦
の
前
線
基
地

（
一
）
下
総
国
匝
瑳
郡
の
建
郡
と
物
部
匝
瑳
氏
の
征
夷
活
動

　

古
代
に
お
け
る
征
夷
事
業
に
お
い
て
、
鹿
島
・
香
取
両
神
宮
が
〈
隼
人
征
討
に
お
け
る
宇
佐
八
幡
宮
〉
に
対
応
す
る
よ
う
な
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
機
能
を
担
っ
た
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
か
ろ
う（

（
（

。
両
神
宮
の
立
地
地
点
の
内
国
側
直
近
に
位
置
す
る
下
総
国
匝
瑳
郡
は
太

平
洋
に
面
し
、
海
路
で
畿
内
か
ら
陸
奥
に
侵
攻
す
る
中
継
地
点
と
し
て
の
機
能
も
合
わ
せ
て
征
夷
の
兵
站
機
能
を
担
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
古
く
は
『
日
本
書
紀
』
の
景
行
四
十
年
紀
に
、
相
模
か
ら
上
総
に
渡
っ
た
日
本
武
尊
が
「
玉
浦
」
か
ら
蝦
夷
征
討
に
向
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、『
倭
名
抄
』
に
は
下
総
国
匝
瑳
郡
に
「
玉
浦
郷
」
が
見
え
、
九
十
九
里
沿
岸
に
形
成
さ
れ
た
ラ
グ
ー
ン
（
潟
湖
）

に
よ
る
良
港
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
『
続
日
本
後
紀
』
貞
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月
辛
酉
（
十
六
日
）
条
に
は
、
下
総
国
人
で
陸
奥
鎮
守
将
軍
に
任
じ
て
い
た
外
従
五
位

下
勲
六
等
物
部
匝
瑳
連
熊
猪
が
宿
禰
の
姓
を
賜
っ
て
本
貫
を
平
安
京
の
左
京
二
条
に
移
し
た
こ
と
と
、
彼
の
祖
先
の
物
部
小
事
連
が
天

皇
の
命
令
で
坂
東
に
出
征
し
て
下
総
国
に
匝
瑳
郡
を
建
て
、
そ
の
地
名
を
以
て
氏
と
為
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
事
に

つ
い
て
は
五
～
六
世
紀
頃
の
人
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
建
郡
で
は
な
く
、
こ
れ
は
小
事
が
匝
瑳
国
を
建
て
、
そ
の
国
造
に
な
っ
た
こ
と

を
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

そ
の
後
、
こ
の
物
部
匝
瑳
氏
か
ら
は
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
に
外
従
五
位
上
物
部
迊
瑳
連
足
継
が
鎮
守
将
軍
（『
日
本
後
紀
』
同
年

二
月
己
亥
〈
十
日
〉
条
）、
承
和
元
年
（
八
三
四
）
に
は
主
殿
允
で
正
六
位
上
で
あ
っ
た
熊
猪
が
外
従
五
位
下
鎮
守
将
軍
に
叙
任
さ
れ

（『
続
日
本
後
紀
』
同
年
五
月
己
巳
〈
十
九
日
〉
条
）、
承
和
四
年
（
八
三
七
）
に
も
物
部
匝
瑳
宿
禰
末
守
な
る
者
が
鎮
守
将
軍
と
し
て
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（鈴木哲雄「将門の乱から鎌倉武士へ」網野善彦・石井進編『中世の風景を読む 2 　都
市鎌倉と坂東の海に暮らす』新人物往来社、1994年─付図をベースに加筆）

佐 竹

椿海
匝瑳郡

藻原庄

夷灊郡

大島



4

所
見
し
て
お
り
（『
続
日
本
後
紀
』
同
年
四
月
己
丑
〈
二
十
一
日
〉
条
）、
物
部
匝
瑳
氏
が
本
貫
を
都
に
移
し
た
平
安
期
に
至
る
ま
で
匝

瑳
郡
を
ベ
ー
ス
に
し
て
蝦
夷
征
服
に
従
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
二
）
黒
麻
呂
流
藤
原
氏
と
上
総
国
藻
原
・
田
代
庄

　

九
世
紀
の
東
国
と
り
わ
け
坂
東
は
、
奥
羽
か
ら
移
配
さ
れ
た
俘
囚
や
群
盗
の
跳
梁
跋
扈
す
る
不
安
定
な
地
域
で
あ
り
、
そ
の
対
応
策

と
し
て
軍
事
貴
族
が
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
陸
路
か
ら
水
路
へ
の
交
通
体
系
の
比
重
の
移
行
や
そ
れ
に
伴
う
開
発
の
進
行
な
ど
の
社
会

経
済
的
関
係
に
お
い
て
畿
内
と
の
関
係
が
緊
密
化
し
、
婿
入
り
に
よ
る
子
孫
の
家
の
形
成
と
い
う
条
件
も
相
俟
っ
て
、
中
央
に
お
け
る

支
配
層
の
一
部
が
活
動
の
場
を
東
国
に
求
め
る
形
で
王
臣
貴
族
層
の
進
出
が
活
発
に
展
開
す
る
。

　

軍
事
貴
族
の
配
置
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
上
総
介
か
ら
守
に
転
じ
た
こ
と
を
槓
杆
と
し
て
上
総
国
の
太
平
洋
側
の
地
に
藻
原
庄

を
墾
い
た
南
家
藤
原
氏
の
黒
麻
呂
の
子
孫
か
ら
中
央
で
も
活
躍
し
た
多
く
の
武
人
貴
族
が
輩
出
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る（

（
（

。

　

黒
麻
呂
の
子
の
春
継
は
常
陸
介
に
任
じ
、
在
地
の
豪
族
と
み
ら
れ
る
常
陸
大
目
坂
上
氏
の
娘
を
妻
と
し
て
上
総
に
住
み
、
父
の
代
か

ら
買
得
集
積
し
た
土
地
を
合
わ
せ
て
田
代
庄
（
天
羽
庄
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
子
良
尚
は
中
央
に
出
仕
し
て
近
衛
府
の
将
監
か
ら
中
将

に
昇
り
、さ
ら
に
従
四
位
上
右
兵
衛
督
兼
相
模
守
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、彼
は
上
総
権
介
に
も
任
じ
て
お
り
、ま
た
寛
平
二
年
（
八

九
〇
）、
彼
の
子
の
菅
根
ら
が
春
継
の
墳
墓
の
地
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
藻
原
・
田
代
両
庄
を
興
福
寺
の
諸
聖
衆
供
料
な
ど
と
し
て

施
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の
一
族
が
上
総
に
地
盤
を
確
保
し
な
が
ら
中
央
で
の
政
治
的
地
位
の
上
昇
を
策
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
保
立
道
久
氏
は
田
代
庄
が
現
在
の
東
京
湾
岸
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
田
代
庄
は
旧
東
海
道
の
相
模
国
三
浦
半
島
側

か
ら
の
渡
海
点
で
あ
り
、
太
平
洋
側
の
藻
原
庄
と
と
も
に
港
湾
施
設
を
有
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

　

良
尚
は
『
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
三
月
十
日
条
に
「
美
容
姿
、
好
武
芸
、
膂
力
過
人
、
甚
有
胆
気
」
と
あ
っ
て
、
理
想
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的
な
軍
事
貴
族
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
子
の
菅
根
は
文
章
生
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
晩
年
に
は
参
議
に
到
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
子
の
元
方
も
文
章
得
業
生
か
ら
大
納
言
に
ま
で
進
ん
だ
。
か
く
し
て
、
こ
の
一
族
は
す
っ
か
り
文
官
貴
族
化
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、

『
江
談
抄
』
に
よ
れ
ば
平
将
門
の
乱
の
と
き
、
追
討
使
に
元
方
を
任
ず
る
議
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
家
系
が
上
総
の
地
盤
を
保

持
し
な
が
ら
、
軍
事
的
な
側
面
を
備
え
続
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

こ
の
元
方
の
孫
に
あ
た
る
の
が
、
和
泉
式
部
の
夫
で
藤
原
道
長
の
家
司
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
原
保
昌
で
あ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
は

彼
に
つ
い
て
「
兵
ノ
家
ニ
テ
非
ト
云
ヘ
ド
モ
」
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
も
、
弓
箭
に
達
し
武
者
的
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
を
活
写
し
て

い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
兄
の
左
兵
衛
尉
斉
明
が
大
江
匡
衡
を
襲
撃
し
た
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
と
き
に
逃
れ
て
海
賊
に
な
り
、
の

ち
に
東
国
に
下
ろ
う
と
し
て
近
江
で
討
た
れ
て
い
る
こ
と
で
、
や
は
り
こ
の
一
族
と
海
上
交
通
と
の
関
わ
り
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
河
内
源
氏
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
源
頼
信
が
、
常
陸
介
在
任
中
（
一
〇
一
〇
年
頃
）、
常
陸
と
の

国
境
近
く
を
本
拠
に
し
て
両
総
地
方
で
大
勢
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
平
忠
常
を
攻
撃
し
た
際
、「
家
ノ
伝
ヘ
」
で
知
っ
て
い
た
浅
瀬
を
利

用
し
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
頼
信
の
母
は
保
昌
の
姉
妹
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
「
家
ノ
伝
ヘ
」
と
は
母
方
か
ら
の
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

（
三
）
坂
東
平
氏
と
常
陸
・
両
総

　

軍
事
に
優
れ
た
王
臣
貴
族
の
東
国
下
向
と
い
う
と
、
秀
郷
流
藤
原
氏
の
祖
と
な
る
藤
成
と
と
も
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
上
総
介
平
高

望
の
系
統
、
す
な
わ
ち
坂
東
平
氏
の
展
開
で
あ
る（

（
（

。
興
味
深
い
の
は
、
上
総
介
で
あ
っ
た
高
望
の
子
息
た
ち
が
常
陸
大
掾
源
護
の
婿
と

な
り
、
そ
の
子
孫
た
ち
が
常
陸
か
ら
両
総
を
中
心
に
し
た
南
坂
東
一
帯
に
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
良
兼
は
下
総
介
に
任
じ
て

い
な
が
ら
、
下
総
国
匝
瑳
郡
と
国
境
を
隔
て
る
栗
山
川
の
対
岸
に
位
置
す
る
上
総
国
武
射
郡
を
本
拠
と
し
て
お
り
（『
将
門
記
』）、
や
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は
り
常
陸
か
ら
上
総
に
い
た
る
太
平
洋
に
面
し
た
エ
リ
ア
が
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

良
兼
の
兄
弟
で
将
門
の
父
に
あ
た
る
良
持
が
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
、
栗
山
川
は
九

十
九
里
地
方
に
お
い
て
は
最
大
の
河
川
で
、
香
取
市
栗
源
を
水
源
と
し
、
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
流
域
に
は
沖
積
平
野
（
中
世
は
沼
沢
地
）

が
広
が
る（

（
（

。

　

将
門
の
乱
後
、
両
総
地
方
は
良
兼
の
弟
に
あ
た
る
良
文
の
系
統
（
坂
東
平
氏
）
の
テ
リ
ト
リ
ー
と
な
っ
た
。
先
に
見
た
忠
常
は
良
文

の
孫
に
あ
た
る
が
、
そ
の
忠
常
の
子
孫
は
上
総
・
下
総
に
展
開
し
た
の
で
「
両
総
平
氏
」
と
概
念
化
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

忠
常
は
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
に
反
乱
を
惹
起
し
、
上
総
国
夷
灊
（
夷
隅
・
伊
隅
）
郡
の
山
間
部
に
立
て
籠
も
っ
て
追
討
軍
に
抵

抗
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
下
総
と
常
陸
の
国
境
近
く
に
も
拠
点
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
こ
は
「
衣
河
ノ
尻
ヤ
ガ
テ
海
ノ
如
シ
。

鹿
嶋
梶
取
ノ
前
ノ
渡
ノ
向
ヒ
、
顔
見
エ
ヌ
程
ナ
リ
。
而
ル
ニ
彼
ノ
忠
恒（

常
）ガ

栖
ハ
、
内
海
ニ
遥
ニ
入
タ
ル
向
ヒ
ニ
有
ル
ナ
リ
」（『
今
昔
物

語
集
』）
と
伝
え
ら
れ
、
近
世
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
『
総
葉
概
録
』
は
、
そ
の
場
所
を
現
在
の
千
葉
県
東
庄
町
大
友
政
所
台
に
比
定
し

て
い
る
。
歴
史
地
理
学
の
青
山
宏
夫
氏
は
、
こ
の
地
点
が
下
総
台
地
を
越
え
て
椿
海
と
桁
沼
を
結
ぶ
水
上
交
通
路
の
椿
海
側
の
入
口
に

位
置
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
氏
は
、
房
総
半
島
太
平
洋
岸
か
ら
常
陸
川
水
系
（
香
取
海
と
接
続
し
太
平
洋
に
河
口
を
開
く
）
へ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
内
陸
水
路
に
よ
っ
て
移
動
で
き
、
そ
の
ル
ー
ト
は
太
平
洋
岸
の
航
路
と
し
て
最
大
の
難
所
の
一
つ
と
さ
れ
る
銚
子
沖

を
回
避
し
、
関
東
以
西
と
関
東
以
北
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
述
べ
る
が
、
忠
常
は
そ
の
ル
ー
ト
を
押
さ

え
る
場
所
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

注（
1
）
宮
井
義
雄
『
歴
史
の
中
の
鹿
島
と
香
取
』（
春
秋
社
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
。
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（
2
）
川
尻
秋
生
「
古
代
東
国
の
外
洋
交
通
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
七
〇
三
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
3
）
菱
沼
勇
・
梅
田
義
彦
『
房
総
の
古
社
』（
有
峰
書
店
、
一
九
七
五
年
）
二
三
六
頁
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
二
巻　

千
葉
県
の
地
名
』（
平

凡
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
4
）
拙
稿
「
南
家
黒
麻
呂
流
藤
原
氏
の
上
総
留
住
と
「
兵
家
」
化
」（『
政
治
経
済
史
学
』
第
三
六
三
号
、
一
九
九
六
年
）。

（
5
）
保
立
道
久
「
律
令
制
支
配
と
都
鄙
交
通
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
四
六
八
号
、
一
九
七
九
年
）。

（
6
）
拙
著
『
列
島
を
翔
け
る
平
安
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
7
）
拙
著
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
初
出
は
一
九
八
二
年
）、
拙
編
『
小
山
氏
の
成
立
と
発
展
』
戎
光
祥
出

版
、
二
〇
一
六
年
）。

（
8
）
道
澤
明
「
房
総
東
部
栗
山
川
流
域
の
中
世
世
界
─
横
芝
光
町
の
遺
跡
・
集
落
等
の
検
討
か
ら
─
」（『
房
総
中
近
世
考
古
』
第
三
号
、二
〇
〇
九
年
）。

（
9
）
千
葉
・
上
総
・
上
総
千
葉
氏
な
ど
、
両
総
平
氏
系
武
士
団
の
展
開
と
そ
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』
お

よ
び
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』（
髙
科
書
店
、
一
九
九
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
関
係
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
青
山
宏
夫
「
干
拓
以
前
の
潟
湖
と
そ
の
機
能　

椿
海
と
下
総
の
水
上
交
通
試
論
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
一
八
集
、
二
〇

〇
四
年
）。

二
．
両
総
平
氏
系
武
士
団
の
展
開
と
下
総
藤
原
氏

（
一
）
物
部
匝
瑳
氏
か
ら
平
姓
匝
瑳
氏
へ

　

忠
常
の
乱
後
、
両
総
地
方
に
は
在
地
領
主
と
し
て
彼
の
子
孫
た
ち
が
展
開
す
る
が
、
十
二
世
紀
に
至
り
、
そ
の
「
両
総
平
氏
」
か
ら
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「
匝
瑳
」
を
家
名
と
す
る
武
士
団
が
現
れ
る
。『
千
葉
大
系
図
』（
近

世
成
立
）
に
よ
れ
ば
忠
常
の
曾
孫
に
あ
た
る
常
兼
の
子
常
広
は
匝

瑳
郡
司
と
な
っ
て
「
匝
瑳
八
郎
」
と
称
し
、
ま
た
郡
の
南
部
に
成

立
し
た
熊
野
山
領
南
庄
（
匝
瑳
南
条
庄
）
の
下
司
職
を
兼
ね
た
と

い
う
。
系
譜
的
に
は
中
世
成
立
の
系
図
と
齟
齬
は
な
く
、
匝
瑳
郡

司
へ
の
補
任
も
蓋
然
性
が
高
い
。
一
方
、
匝
瑳
南
条
庄
の
下
司
職

に
つ
い
て
は
、
摂
関
家
や
熊
野
山
の
権
威
を
背
景
に
河
内
源
氏
の

地
方
展
開
を
進
め
た
源
為
義
が
、
相
模
国
愛
甲
庄
な
ど
と
同
様
に

こ
の
地
の
立
荘
を
仲
介
し
、
常
広
が
こ
れ
に
補
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い

（
（
（

。

　

現
在
の
匝
瑳
市
生
尾
に
鎮
座
す
る
老
尾
神
社
は
匝
瑳
郡
一
座
の

式
内
社
で
あ
る
が
、
当
社
の
神
職
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
に
は
「
国

司
千
葉
常
兼
ノ
舎
弟
、
匝
瑳
郡
司
八
郎
常
広
の
庶
孫
平
朝
臣
胤
久

ヲ
以
テ
正
治
三
年
辛
酉
国
司
千
葉
胤
政
命
ジ
テ
匝
瑳
郡
司
ニ
任
ズ
。

因
テ
其
先
祖
物
部
匝
瑳
宿
禰
ノ
跡
老
尾
神
社
ノ
社
務
大
禰
宜
を
兼

テ
ヨ
リ
代
々
氏
族
ノ
党
交
代
シ
テ
匝
瑳
ノ
郡
司
ト
当
社
ノ
社
務
ヲ

兼
任
ス
」
と
あ
り（

（
（

、
常
広
の
系
譜
的
位
置
を
誤
り
、
胤
久
の
実
在

が
確
認
で
き
な
い
な
ど
の
難
点
は
あ
る
が
、
両
総
平
氏
系
の
匝
瑳

地図 2　12世紀末の下総国
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系
図
2　

千
田
庄
・
匝
瑳
北
条
の
両
総
平
氏
一
族

　
　

常千
葉
介
 
従
五
下

長
─
─
─
─
─
常千

葉
介兼

─
─
─
─
─
常千

葉
介繁

─
─
─
─
─
─
常千

葉
介胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
常匝

瑳
八
郎

広
─
─
─
─
─
─
将飯

高
次
郎

胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
常海

上
与
一
介

衡
─
─
─
─
─
─
常同

庄
司
　
介
太
郎

幹
─
─
─
─
─
─
常片

岡
太（
八
）郎

晴
（
常
春
）

　
　
　
　
　
　
　

─
─
常千

葉
三
郎
 
号
鴨
根

房
─
─
─
─
─
常千

田
庄
司

益
─
─
─
─
─
─
常金

原
庄
司

義
─
─
─
─
─
─
盛同

庄
司常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
家粟

飯
原
五
郎

常
─
─
─
─
─
─
［
元［

権
太
］

常
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
顕
常
同
次
郎

　
　
　
　
　
　
　

─
─
常原

四
郎宗

─
─
─
─
─
常原

十
郎［
大
夫
］

継
─
─
─
─
─
─
常平

次朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
清
常
原
五
郎
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
□同

右
馬
允

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
［
常［

六
郎
］

直
］

　
　
　
　
　
　
　

─
─
常次

浦
八
郎

盛
─
─
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
常江

指
右
衛
門
尉

重
─
─
─
─
─
─
朝同

太
郎
 
兵
衛
尉

常

※
『
神
代�

本
千
葉
系
図
』
に
よ
る　
［　

］
は
『
源
平
闘
諍
録
』
の
み
に
み
え
る
も
の	

 

原
・
金
原
は
千
田
庄
内
の
郷
名
。
粟
飯
原
は
不
明
。	

 

次
浦
常
盛
の
子
孫
や
匝
瑳
北
条
飯
高
郷
の
飯
高
氏
な
ど
も
「
下
総
藤
原
氏
」
に
服
属
か
？
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氏
が
物
部
匝
瑳
氏
の
子
孫
に
婿
入
り
す
る
な
ど
の
形
で
、
そ
の
地
位
を
継
承
し
た
こ
と
は
事
実
と
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
常
広
の
叔
父
に
あ
た
る
常
房
は
匝
瑳
郡
内
の
鴨
根
郷
を
名
字
地
と
し
て
お
り
、
そ
の
子
の
常
益
や
弟
の
常
宗
・
常
盛
の
子
孫

は
、
十
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
鴨
根
郷
を
含
む
一
帯
に
成
立
し
た
千
田
庄
に
含
ま
れ
る
原
・
金
原
・
次
浦
の
諸
郷
に
分
立
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
律
令
制
下
に
お
け
る
匝
瑳
郡
は
十
二
世
紀
末
ま
で
に
匝
瑳
北
条
・
同
南
条
（
庄
）・
千
田
庄
・
玉
造
庄
な
ど
の
中
世
的
所

領
単
位
に
解
体
し
て
い
た（

（
（

。

（
二
）
為
光
流
藤
原
氏
の
下
総
進
出

　

十
二
世
紀
の
後
半
、
平
家
政
権
と
の
姻
戚
関
係
を
背
景
に
し
て
千
田
庄
と
匝
瑳
北
条
に
本
拠
を
置
い
て
在
地
武
士
団
を
膝
下
に
置
い

て
地
域
権
力
を
樹
立
し
た
の
が
藤
原
親
政
（
為
光
流
の
下
総
藤
原
氏
）
で
あ
る
。
親
政
は
祖
父
親
通
、
伯
父
親
方
が
三
期
に
わ
た
っ
て

下
総
守
を
歴
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
在
地
の
利
権
を
継
承
し
、
摂
関
家
に
仕
え
て
「
下
総
大
夫
」
と
称
さ
れ
た
父
親
盛
の
遺
跡
を

つ
ぎ
、
妻
が
平
清
盛
の
姉
妹
、
娘
（
二
条
院
内
侍
、
親
方
の
女
と
も
）
が
重
盛
の
妻
と
な
っ
て
資
盛
を
生
む
と
い
う
好
条
件
を
背
景
に

在
地
に
君
臨
し
、
匝
瑳
北
条
の
内
山
館
と
千
田
庄
の
次
浦
館
を
本
拠
と
し
て
周
辺
武
士
団
を
従
え
る
立
場
を
築
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。
ち
な

み
に
、
下
総
藤
原
氏
は
親
通
が
下
総
守
在
任
中
、
相
馬
御
厨
と
立
花
郷
（
の
ち
の
東
庄
）
を
公
田
官
物
の
未
進
を
理
由
に
千
葉
氏
か
ら

没
収
し
て
お
り
、
こ
れ
は
下
総
の
太
平
洋
岸
か
ら
香
取
海
・
常
陸
川
水
系
の
要
所
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
す
る
意
図
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

摂
関
家
に
祗
候
し
て
い
た
下
総
藤
原
氏
は
、
香
取
社
・
鹿
島
社
に
も
影
響
力
を
行
使
し
得
た
で
あ
ろ
う
し
、
永
万
二
年
（
一
一
六
六
）

に
藤
原
基
実
が
死
ん
だ
後
、
平
家
が
地
方
に
お
け
る
摂
関
家
領
の
実
質
的
な
支
配
を
担
う
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
、
い

よ
い
よ
そ
の
支
配
力
を
強
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
三
）
両
総
平
氏
系
海
上
氏
一
族
の
展
開

　

香
取
海
と
太
平
洋
と
の
接
点
、
房
総
半
島
の
東
端
、
常
陸
と
国
境
を
接
す
る
海
上
郡
に
は
千
葉
常
重
の
弟
常
衡
が
進
出
し
て
、
海
上

を
名
字
と
し
た
。
こ
の
地
は
摂
関
家
に
寄
進
さ
れ
て
海
上
庄
（
三
崎
庄
と
も
）
と
な
り
、
常
衡
な
い
し
、
そ
の
子
息
の
常
幹
は
そ
の
下

司
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
常
重
の
母
は
陸
奥
南
部
に
盤
踞
し
た
海
道
平
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
常
衡
の
名
の
「
衡
」
は
海
道
平

氏
の
諱
の
通
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
彼
も
同
母
と
み
ら
れ（

（
（

、
彼
の
子
息
の
常
幹
の
「
幹
」
は
常
陸
平
氏
一
族
の
諱
の
通
字
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
海
上
氏
が
常
陸
か
ら
陸
奥
に
至
る
太
平
洋
ル
ー
ト
を
背
後
に
負
う
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
存
立
基
盤
に
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
の
で
あ
る
。「
海
上
与
一
介
」
と
称
さ
れ
た
常
衡
は
下
総
藤
原
氏
と
結
ん
で
千
葉
氏
に
対
抗
し
、
下
総
権
介
に
補
さ
れ
た
可
能
性

系
図
3　

下
総
藤
原
氏
と
平
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
忠
盛
─
─
─
─
清
盛
─
─
─
─
─
─
─
─
重
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
親下

総
守方

下
総
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
資
盛

　
　

藤太
政
大
臣

原
為
光
…
…
（
四
代
略
）
…
…
親下

総
守通

─
─
─
─
親
盛
─
─
─
─
親
政

皇
嘉
門
院
判
官
代

千
田
判
官
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
女
子
二
条
院
内
侍
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も
み
と
め
ら
れ
る（

（
（

。

　

治
承
・
寿
永
内
乱
の
頃
、
こ
の
一
族
で
最
有
力
の
地
位
に
あ
っ
た
の
が
、
源
義
経
の
郎
等
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
片
岡
八
郎
常

春
で
あ
る
。
彼
は
三
崎
庄
を
押
さ
え
な
が
ら
、
常
陸
国
に
進
出
し
て
鹿
島
郡
片
岡
を
名
字
地
と
し
、
常
陸
国
北
部
を
支
配
す
る
佐
竹
氏

（
常
陸
源
氏
）
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た（

（
（

。

　

常
陸
の
佐
竹
氏
と
の
関
係
と
い
う
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
が
、
中
世
前
期
以
前
の
記
述
に
つ
い
て
の
信
頼
度
の
高
い
『
神
代
本
千
葉

系
図
』
に
片
岡
常
晴
（
常
春
）
の
兄
弟
と
し
て
「
岩
世
太
郎
幹
景
」
な
る
者
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
、治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）、
富
士
川
の
合
戦
で
平
家
を
破
っ
た
源
頼
朝
が
踵
を
返
し
て
佐
竹
氏
を
討
っ
た
後
、
生
け
捕
り
に
な
っ
た
佐
竹
氏
の
家
人
が

頼
朝
に
対
し
て
、「
源
氏
一
族
が
結
束
し
て
平
家
追
討
を
行
う
べ
き
な
の
に
、
な
ぜ
同
族
で
あ
る
わ
が
主
人
を
敵
に
し
た
の
か
、
そ
ん

な
こ
と
で
誰
が
あ
な
た
の
子
孫
を
守
護
す
る
と
い
う
の
か
」
と
述
べ
、
こ
れ
に
感
じ
た
頼
朝
が
、
こ
の
者
を
御
家
人
に
加
え
た
。
そ
し

て
、そ
の
者
の
名
は
「
岩
瀬
与
一
太
郎
」
と
い
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
（
治
承
四
年
十
一
月
八
日
条
）。
彼
こ
そ
「
岩

世
太
郎
幹
景
」
そ
の
人
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
常
陸
国
に
は
岩
瀬
と
い
う
地
名
が
の
こ
る
。
下
総
か
ら
は
離
れ
て
い
る
が
、
香
取

海
の
水
路
で
繋
が
っ
て
い
る
、
兄
弟
の
常
春
が
佐
竹
氏
の
縁
者
で
鹿
島
郡
に
進
出
し
て
い
る
の
な
ら
、
常
陸
平
氏
の
通
字
を
名
に
付
し

て
い
る
幹
景
も
同
様
に
常
陸
国
に
進
出
し
、佐
竹
氏
の
家
人
化
し
た
蓋
然
性
は
高
い
。「
与
一
太
郎
」
と
い
う
輩
号
も
、祖
父
が
「
与
一
」

で
自
身
が
「
太
郎
」
で
あ
る
か
ら
整
合
す
る
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
私
は
そ
う
考
え
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
推
測
は
高
橋
修
氏
に
よ
っ
て
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
岩
瀬
氏
は
秀
郷
流
藤
原
氏

首
藤
氏
系
で
中
世
の
久
慈
西
郡
岩
瀬
郷
を
本
拠
と
す
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。
た
だ
し
、
高
橋
氏
は
こ
の
岩
瀬
氏
を
常
陸
に
河
内
源

氏
が
進
出
す
る
以
前
か
ら
の
在
来
勢
力
と
見
て
い
る
よ
う
だ
が
、
十
一
世
紀
半
ば
以
降
、
北
坂
東
に
進
出
し
た
河
内
源
氏
が
、
義
家
以

来
、
首
藤
氏
・
大
中
臣
氏
な
ど
直
属
の
郎
等
を
下
野
・
常
陸
に
配
置
し
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
例
と
し
て
評
価
さ
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系
図
4　

海
上
氏
系
岩
世
氏
系
図
（『
神
代
本
千
葉
系
図
』
に
よ
る
）

　
　

常千
葉
介
 
従
五
下

長
─
─
─
─
常千

葉
介兼

─
─
─
─
─
─
常千

葉
介繁

─
─
─
─
常千

葉
介胤

─
─
─
─
胤千

葉
介
 
上
総
介

将
─
─
─
─
─
─
成千

葉
介胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
常上

総
介秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
常
員
神
保
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
常臼

井
六
郎

康
─
─
─
─
常
忠
臼
井
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
常海

上
与
一
介

衡
─
─
─
─
常海

上
庄
司

幹
介
太
郎

─
─
─
─
常
親
海
上
小
大
夫

　
　
　
　
　
　

─
─
常与

一
平（
介
）

平
実
常
兼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
幹
景
岩
世
太
郎

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
常
晴
片
岡
太
郎

　
　
　
　
　
　

─
─
常相

馬
小
次
郎

晴
上
総
介

─
─
─
─
─
─
常上

総
介澄

─
─
─
─
広上

総
権
介

常　
　

─
─
重
常
海
上
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
常木

内
太
郎

範
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れ
る
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い（

（1
（

。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
両
総
平
氏
系
の
岩
世
氏
の
存
在
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
片
岡
氏

の
存
在
形
態
に
明
ら
か
な
よ
う
に
海
上
氏
一
族
の
常
陸
進
出
の
事
実
、
そ
し
て
そ
れ
が
香
取
海
を
媒
介
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
は
揺
る
ぎ
よ
う
が
あ
る
ま
い
。

　

な
お
、
海
上
庄
の
西
に
位
置
し
、
香
取
海
に
北
面
す
る
木
内
郷
（
応
保
二
年
〈
一
一
六
二
〉
以
後
、
摂
関
家
領
荘
園
と
な
る
）
に
は

両
総
平
氏
の
族
長
上
総
権
介
広
常
の
兄
弟
の
常
範
（
木
内
太
郎
）
が
あ
っ
た
が
、
同
郷
内
に
は
香
取
神
領
と
し
て
田
一
町
畠
一
町
、
ま

た
広
常
と
そ
の
郎
従
の
立
券
し
た
五
段
の
畠
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
平
安
遺
文
』
三
二
二
三
号
）。
広
常
は
治
承
年
中

（
一
一
七
七
～
八
一
）、
鹿
島
神
宮
の
大
禰
宜
が
在
京
し
て
い
る
間
に
そ
の
所
領
を
同
神
宮
の
物
忌
（
字
袈
裟
子
と
い
う
女
性
神
官
）
と

結
託
し
て
略
取
す
る
と
い
う
事
件
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
（『
鎌
倉
遺
文
』
五
七
二
三
号
）、
常
陸
へ
の
志
向
は
こ
こ
に
も
う
か
が
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
拙
稿
「
豪
族
的
武
士
団
の
成
立
」（
元
木
泰
雄
編
『
日
本
の
時
代
史
７　

院
政
の
展
開
と
内
乱
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
湯
山
学
「
相

模
国
愛
甲
郡
の
庄
園
」（『
地
方
史
研
究
』
第
二
六
巻
六
号
、
一
九
七
六
年
）。

（
2
）
菱
沼
勇
・
梅
田
義
彦
『
房
総
の
古
社
』
二
三
八
頁
所
引
。

（
3
）
山
本
直
彦
「
十
二
世
紀
末
期
（
治
承
─
建
久
年
間
）
下
総
国
の
公
領
と
庄
園
に
つ
い
て
」（『
房
総
史
学
』
一
八
号
、
一
九
七
八
年
）。

（
4
）
拙
稿
「
十
二
世
紀
に
お
け
る
東
国
留
住
貴
族
と
在
地
勢
力
─
「
下
総
藤
原
氏
」
覚
書
─
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
髙
科
書
店
、

一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）。

（
5
）
拙
稿
「
十
一
～
十
二
世
紀
、
奥
羽
の
政
治
権
力
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』、
初
出
一
九
九
〇
年
）。
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（
6
）
拙
稿
「
十
二
世
紀
に
お
け
る
東
国
留
住
貴
族
と
在
地
勢
力
─
「
下
総
藤
原
氏
」
覚
書
─
」。

（
7
）
拙
稿
「
京
を
守
る
義
経
─
院
近
臣
の
「
英
雄
」」（
拙
著
『
武
門
源
氏
の
血
脈
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
8
）
拙
稿
「
稲
荷
社
を
造
営
し
た
二
人
の
東
国
武
士
」（『
朱
』
第
四
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
9
）
高
橋
修
「「
佐
竹
家
人
」
岩
瀬
与
一
太
郎
考
─
そ
の
本
領
と
出
自
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
常
陸
大
宮
市
史
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
10
）
拙
稿
「
藤
原
秀
郷
と
秀
郷
流
武
士
団
の
成
立
」（
江
田
郁
夫
・
簗
瀬
大
輔
編
『
中
世
の
北
関
東
と
京
都
』
高
志
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）・
同
「
宇

都
宮
氏
の
成
立
と
河
内
源
氏
─
下
野
の
武
士
団
と
京
都
権
門
」（
江
田
郁
夫
編
『
中
世
宇
都
宮
氏　

一
族
の
展
開
と
信
仰
・
文
芸
』
戎
光
祥
出
版
、

二
〇
二
〇
年
）。

三
．
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
諸
勢
力
の
展
開

（
一
）
上
総
広
常
の
滅
亡
と
上
総
千
葉
氏
の
成
立

　

十
二
世
紀
に
房
総
半
島
東
海
岸
が
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
重
要
な
機
能
を
担
っ
た
こ
と
を
直
截
に
示
す
の
は
、
両
総
平
氏
の
族
長

と
し
て
、
坂
東
最
大
の
武
士
団
を
統
率
し
た
上
総
広
常
が
、
そ
の
本
拠
を
国
府
の
所
在
す
る
武
総
内
海
（
現
、
東
京
湾
）
側
の
市
原
郡

で
は
な
く
、
太
平
洋
側
の
玉
崎
庄
（
上
西
門
院
領
）
に
置
い
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
広
常
の
居
館
は
太
平
洋
に
河
口
を
開
く
一

宮
川
を
や
や
遡
っ
た
地
点
で
合
流
す
る
埴
生
川
の
河
岸
に
位
置
す
る
大
柳
館
に
比
定
さ
れ
（
長
生
郡
睦
沢
町
北
山
田
周
辺
）、
こ
の
館

は
寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
末
に
広
常
が
粛
清
さ
れ
、
そ
の
大
半
の
遺
領
と
と
も
に
千
葉
常
秀
（
上
総
千
葉
氏
）
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
当
時
の
一
宮
川
河
口
に
は
巨
大
な
潟
湖
（
ラ
グ
ー
ン
）
が
存
在
し
、
玉
崎
庄
を
は
じ
め
と
す
る
一
宮
川
水
系
一
帯
の
外
港

の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
河
口
の
目
前
に
は
国
一
宮
玉
前
神
社
が
鎮
座
し
、
都
市
的
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。

　

当
地
方
に
お
い
て
、
こ
の
時
代
の
高
い
文
化
水
準
を
物
語
る
遺

産
と
し
て
妙
楽
寺
の
木
造
大
日
如
来
坐
像（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
妙
楽
寺
は
玉
前
神
社
（
長
生
郡
一
宮

町
）
か
ら
南
西
約
一
〇
キ
ロ
の
地
点
に
所
在
す
る
天
台
宗
の
寺
院

で
、
山
号
は
東
岳
山
、
寺
伝
に
よ
る
と
嘉
承
二
年
（
八
四
九
）
慈

覚
大
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
は
じ
め
は
叡
泰
（
永
代
）
寺
と
号
し

た
と
い
う
。
注
目
さ
れ
る
の
高
倉
天
皇
の
時
代
に
平
重
盛
が
再
興

し
た
と
い
う
所
伝
が
大
日
如
来
の
造
像
推
定
時
期
と
符
合
す
る
点

で
、
ま
さ
に
在
地
に
お
い
て
上
総
広
常
が
全
盛
を
誇
っ
て
い
た
頃

と
重
な
る
。
像
高
は
二
・
七
九
メ
ー
ト
ル
、
檜
材
の
寄
木
造
で
あ

る
（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
仏
像
を
本
尊
に
据
え
た
寺
院
は
、
上
総

氏
の
勢
力
規
模
か
ら
類
推
し
て
か
な
り
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
大
柳
館
跡
と
と
も
に
考
古
学
的
な
調
査
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
大
日
如
来
像
に
は
造
像
主
を
記
し
た
胎
内
銘
は
な
い
が
、

そ
れ
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
が
、
近
年
、「
房
総
最
古
の
年
紀
の
明

ら
か
な
在
銘
像
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
横
芝
光
町
宮
川
の
薬
王
院

地図 3　12世紀末の上総国
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（
金
色
山
福
秀
寺
）
所
蔵
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
（
県
指
定
重
要
文
化
財
）
で
、
像
高
一
六
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
榧
と
み
ら
れ

る
材
に
よ
る
一
木
割
矧
ぎ
造
り
の
等
身
立
像
で
あ
る
。
銘
文
に
は
「
大
檀
主
平
常
秀
平
代
（
氏
）」
と
あ
り
、「
承
久
元
年
」
の
年
紀
が

記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

祖
父
常
胤
を
介
し
て
両
総
平
氏
族
長
の
地
位
を
継
承
し
た
千
葉
常
秀
は
、
下
総
国
で
は
埴
生
庄
な
ど
を
所
領
と
し
て
い
た
。
福
秀
寺

は
中
世
の
匝
瑳
南
条
庄
域
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
点
が
問
題
と
な
る
が
、
常
秀
が
頼
朝
挙
兵
以
前
か
ら
上
総
北
部
の
山
辺
北
郡
堺
鄕
を

名
字
地
と
し
て
お
り
、
本
像
の
造
立
さ
れ
た
頃
に
は
、
武
射
南
郷
も
所
領
に
加
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
総
国
境
、
太
平
洋
に
向
か
っ

て
南
流
す
る
栗
山
川
の
東
岸
砂
州
上
の
微
高
地
に
立
地
す
る
こ
の
寺
に
遺
存
す
る
本
像
の
「
大
檀
主
平
常
秀
」
は
、
千
葉
常
秀
に
同
定

し
て
ま
ず
間
違
い
な
く
、
そ
の
銘
文
の
下
に
記
さ
れ
た
「
平
氏
」
は
彼
の
妻
室
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
横
芝
光
町
に
は
辻
観
音
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像
な
ど
、
中
世
黎
明
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
造
立
さ
れ
た
仏
像
が
多
く
遺
さ
れ
て

お
り
、
中
世
、
こ
の
地
域
で
活
発
な
人
間
活
動
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

（
二
）
千
葉
介
家
（
下
総
千
葉
氏
）
の
千
田
庄
獲
得

　

治
承
四
年
九
月
十
七
日
、
平
家
打
倒
の
挙
兵
後
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
房
総
半
島
を
制
圧
し
た
源
頼
朝
は　

下
総
国
府
で
以
仁
王
令
旨
に

基
づ
く
論
功
行
賞
を
行
い
、
藤
原
親
政
の
旧
領
千
田
庄
を
謀
叛
人
所
帯
跡
と
し
て
没
官
し
、
千
葉
常
胤
に
与
え
た
。
こ
の
後
、
千
田
庄

は
千
葉
介
家
（
千
葉
氏
嫡
流
）
に
、
本
拠
地
で
あ
る
千
葉
庄
に
次
ぐ
重
要
な
所
領
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、

在
地
に
あ
っ
た
両
総
平
氏
系
の
原
氏
・
金
原
氏
・
岩
部
氏
・
次
浦
氏
な
ど
は
千
葉
氏
の
被
官
化
す
る
。

　

そ
の
原
氏
を
出
自
と
し
て
東
ア
ジ
ア
規
模
の
活
動
を
見
せ
た
の
が
了
行
で
あ
る
。
彼
は
千
葉
庄
の
千
葉
寺
で
学
び
、
上
洛
し
て
九
条

家
に
仕
え
、
渡
宋
し
て
一
切
経
な
ど
の
経
典
を
将
来
し
た
後
、
九
条
堂
を
管
掌
し
て
僧
位
の
最
上
位
で
あ
る
法
印
に
昇
り
、
千
葉
介
の
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系
図
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下
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葉
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条
家
文
書
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桓
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平
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諸
流
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図
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神
代
本
千
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系
図
』・『
千
葉
大
系
図
』
等
に
よ
る
）
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閑
院
内
裏
造
営
を
差
配
す
る
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
た
も
の
の
、
建
長
の
政
変
の
首
謀
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
る
に
至
る
と
い
う
波
乱
の
人

生
を
送
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
彼
を
育
ん
だ
文
化
的
環
境
は
千
田
庄
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
千
田
庄
は
潟
湖
（
ラ
グ
ー
ン
）
と
し
て
の
椿
海
が
港
湾
機
能
を
有
し
、
栗
山
川
水
系
を
経
由

し
て
、
北
は
常
総
内
海
（
香
取
海
）、
南
は
太
平
洋
に
通
じ
る
、
畿
内
─
紀
伊
半
島
─
伊
豆
─
房
総
半
島
東
海
岸
─
陸
奥
と
い
う
広
域

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
と
し
て
の
位
置
を
占
め
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る

（
（
（

。

　

金
澤
文
庫
文
書
か
ら
は
千
田
庄
の
仏
教
文
化
の
興
隆
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
、
坂
東
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
先

進
地
域
の
一
つ
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
か
ら
、
当
該
地
方
に
は
そ
の
前
提
と
な
る
文
化
環
境
が
整

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
匝
瑳
南
条
庄
地
頭
椎
名
氏

　

熊
野
山
領
匝
瑳
南
条
庄
と
な
っ
た
椎
名
氏
の
初
代
は
胤
光
と
い
う
人
物
で
、
出
家
後
は
「
宝
蓮
」
と
称
し
た
こ
と
が
確
実
な
史
料
か

ら
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
系
譜
的
位
置
に
つ
い
て
は
千
葉
常
重
の
弟
（
六
郎
）
な
の
か
子
（
五
郎
）
な
の
か
諸
系
図
一
様
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
時
期
と
、
諱
に
「
胤
」
の
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
常
重
の
弟
と
す
る
の
が
近
世
成
立
の
『
千
葉

大
系
図
』
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
子
と
す
る
の
が
中
世
成
立
の
『
神
代
本
千
葉
系
図
』・『
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
み

て
も
、
常
胤
の
弟
と
す
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
政
権
成
立
以
前
は
、
そ
の
名
字
地
で
あ
る
千
葉
庄
椎
名
鄕
に
本
拠
を
置
い
て
い

た
が
、
下
総
藤
原
氏
か
上
総
氏
の
滅
亡
に
よ
っ
て
匝
瑳
南
条
庄
の
地
頭
に
補
さ
れ
、
こ
の
地
に
本
拠
を
移
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
下

総
の
椎
名
氏
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
は
殆
ど
旧
稿
の
域
を
出
な
い
が（

（
（

、
新
た
な
知
見
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
木
曽
義
仲
・

平
家
追
討
の
軍
功
に
よ
っ
て
椎
名
五
郎
入
道
（
胤
光
で
あ
ろ
う
）
が
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
五
月
、
春
日
社
領
阿
波
国
富
田
庄
津
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田
島
の
地
頭
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（『
鎌
倉
遺
文
』
一
五
四
三
号
）。

　
『
千
葉
大
系
図
』
に
は
、
先
に
見
た
両
総
平
氏
系
の
匝
瑳
常
広
の
子
の
一
人
と
し
て
宗
光
を
あ
げ
、
彼
は
安
元
年
中
（
一
一
七
五
～

七
七
）
に
紀
州
湯
浅
庄
司
宗
重
の
養
子
と
な
り
、
宗
光
の
子
宗
行
が
紀
州
湯
浅
氏
を
継
ぎ
、
そ
の
弟
の
宗
景
が
紀
伊
熊
野
山
領
匝
瑳
南

庄
（
南
条
庄
所
）
の
地
頭
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
旧
稿
で
は
、
こ
れ
を
否
定
し
つ
つ
も
、
中
世
の
下
総
に
「
湯
浅
氏
」
の
活
動
が

見
え
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
湯
浅
氏
が
下
総
に
進
出
し
、
匝
瑳
南
条
庄
と
の
関
係
で
そ
れ
が
説
明
さ

れ
る
よ
う
な
伝
承
が
生
じ
た
の
か
。
紀
州
に
下
総
椎
名
氏
と
関
わ
る
よ
う
な
史
料
の
所
見
は
な
い
が
、
阿
波
国
富
田
庄
と
湯
浅
氏
の
本

拠
で
あ
る
紀
伊
国
湯
浅
庄
は
紀
伊
水
道
を
挟
む
対
岸
の
関
係
に
あ
っ
て
近
い
。
し
か
も
、
最
近
、
綿
貫
友
子
氏
が
こ
の
両
岸
の
地
域
が

一
つ
の
経
済
圏
や
流
通
圏
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
椎
名
氏
が
津
田
島
の
地
頭
に
起
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、
す
で

に
匝
瑳
南
条
庄
と
湯
浅
氏
が
関
係
を
も
っ
て
い
た
か
、
或
い
は
椎
名
氏
が
津
田
島
の
地
頭
に
補
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
湯
浅
氏

が
匝
瑳
南
条
庄
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
の
か
決
め
が
た
い
が
、
房
総
半
島
の
太
平
洋
岸
の
地
域
と
紀

伊
半
島
や
四
国
と
の
交
流
を
反
映
し
た
問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
戦
国
時
代
に
越
中
国
で
活
発
な
動
き
を
見
せ
る
椎
名
氏
に
つ
い
て
も
考
察
の
対
象
を
広
げ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
関
連
文
献
と
し
て
旧
稿
の
補
注
で
紹
介
し
た
も
の
に
加
え
て
、矢
田
俊
文
「
戦
国
期
北
陸
の
本
願
寺
と
領
主
」（
小
林
昌
二
監
修
『
日

本
海
域
歴
史
大
系
』
第
三
巻
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

注（
1
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
二
巻　

千
葉
県
の
地
名
』、
千
葉
県
教
育
委
員
会
編
『
千
葉
県
の
文
化
財
』（
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八

〇
年
）。



22

（
2
）
武
笠
朗
「
房
総
の
仏
像
─
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
造
像
を
中
心
に
─
」・
濱
名
徳
順
「
房
総
の
薬
師
如
来
像
と
そ
の
信
仰
」・
佐
々
木
守
俊
「
作
品

解
説　

36
薬
師
如
来
立
像
」（
い
ず
れ
も
千
葉
市
美
術
館
編
『
仏
像
半
島
─
房
総
の
美
し
い
仏
た
ち
』
千
葉
市
美
術
館
・
美
術
館
連
絡
協
議
会
、

二
〇
一
三
年
）。

（
3
）
道
澤
明
「
房
総
東
部
栗
山
川
流
域
の
中
世
世
界
─
横
芝
光
町
の
遺
跡
・
集
落
等
の
検
討
か
ら
─
」。

（
4
）
拙
稿
「
了
行
の
周
辺
」（『
東
方
学
報
』
第
七
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）・「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入
宋
・
渡
元
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
第
二

五
号
、
二
〇
一
〇
年
）・「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由
縁
の
学
僧
た
ち
の
活
動
」（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』

第
二
四
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
5
）
遠
山
成
一
「
両
総
国
境
に
分
布
す
る
城
館
跡
に
つ
い
て
」（『
千
葉
城
郭
研
究
』
第
三
号
、
一
九
九
四
年
）・「
戦
国
後
期
下
総
に
お
け
る
陸
上
交

通
に
つ
い
て
」（『
千
葉
史
学
』
第
二
四
号
、
一
九
九
四
年
）・「
中
世
房
総
水
運
史
に
関
す
る
一
考
察
」（『
千
葉
城
郭
研
究
』
第
四
号
、
一
九
九
六

年
）・「
印
旛
沼
周
辺
の
フ
ナ
ト
地
名
に
関
す
る
覚
書
」（『
印
旛
沼
─
自
然
と
文
化
』
第
四
号
、
一
九
九
七
年
）・「
建
武
期
千
田
庄
動
乱
の
再
検
討
」

（『
千
葉
史
学
』
第
三
三
号
、
一
九
九
八
年
）、
鈴
木
沙
織
「
東
禅
寺
か
ら
香
取
海
へ
─
中
世
の
み
ち
探
訪
─
」（『
青
山
史
学
』
第
三
一
号
、
二
〇

一
三
年
）。

（
6
）
拙
稿
「
下
総
国
匝
瑳
南
条
庄
地
頭
椎
名
氏
に
つ
い
て
」（
拙
著
『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』、
初
出
一
九
七
七
年
）。

（
7
）
綿
貫
友
子
「
紀
伊
水
道
内
海
世
界
の
物
流
と
交
流
」（
中
世
都
市
研
究
会
編
『
港
津
と
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）。

む
す
び
に
か
え
て
─
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
方
法

　

以
上
、
中
世
前
期
を
対
象
に
し
て
、
房
総
半
島
太
平
洋
岸
地
域
の
在
地
勢
力
に
つ
い
て
、
こ
の
一
年
間
に
蓄
積
し
て
き
た
研
究
成
果
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の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
土
台
に
、
若
干
の
新
知
見
や
か
つ
て
の
私
見
に
対
す
る
批
判
へ
の
回
答
を
加
え
な
が
ら
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
本
来

な
ら
ば
、
こ
れ
を
常
総
内
海
（
香
取
海
）
か
ら
筑
波
山
麓
、
さ
ら
に
は
宇
都
宮
氏
の
文
化
圏
と
の
接
合
す
る
空
間
ま
で
を
視
野
に
入
れ

て
考
察
の
対
象
と
し
、千
葉
氏
一
族
の
木
内
氏
と
小
山
氏
一
族
の
結
城
山
川
氏
の
関
係
な
ど
、具
体
的
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
た
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

山
川
氏
に
つ
い
て
は
、
木
内
氏
が
承
久
の
乱
の
恩
賞
と
し
て
得
た
大
和
国
宇
野
庄
の
地
頭
代
を
つ
と
め
た
こ
と
や（

（
（

、
香
取
海
周
辺
の

テ
リ
ト
リ
ー
を
木
内
氏
と
共
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
必
要
も
感
じ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
木
内
氏
に
つ
い
て
は
、
同
氏
出
身
の
渡
元
僧
道
源
を
テ
ー
マ
に
し
た
拙
論
の
中
で
、
潮
来
長
勝
寺
に
あ
る
梵
鐘
の
銘
文

に
大
施
主
と
し
て
見
え
る
「
下
総
五
郎
禅
門
道
暁
」
を
そ
の
一
族
と
す
る
説
に
従
っ
た
が（

（
（

、
そ
れ
は
誤
り
で
、
山
川
光
義
に
比
定
さ
れ

た
市
村
高
男
氏
の
指
摘
が
正
し
い（

（
（

。
か
つ
て
市
村
氏
も
常
総
内
海
地
域
の
特
性
を
日
本
列
島
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
試
み
を
進
め
て
、

文
化
面
に
お
け
る
常
陸
南
部
と
下
総
と
の
密
接
な
交
流
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
か
ら（

（
（

、
そ
の
成
果
も
反
芻
・
吸
収
さ
せ
て
頂
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
鎌
倉
幕
府
成
立
後
、
摂
関
家
領
下
総
国
海
上
庄
の
地
頭
と
な
っ
た
東
氏
系
海
上
氏
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
長
和
氏
の
研
究
を

ベ
ー
ス
に（

（
（

、
横
田
光
雄
氏
に
よ
る
荘
園
領
主
と
の
関
わ
り
や
水
運
に
お
け
る
海
上
潟
に
対
す
る
考
察

（
（
（

な
ど
を
参
看
し
な
が
ら
再
評
価
を

加
え
る
必
要
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

海
上
氏
の
文
化
環
境
に
つ
い
て
は
、
歌
人
を
輩
出
し
た
東
氏
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
に
実

寸
大
の
レ
プ
リ
カ
の
展
示
さ
れ
て
い
る
銚
子
市
常
世
田
常
燈
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
（
国
重
要
文
化
財
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
像
の
胎
内
に
墨
書
さ
れ
た
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
の
修
理
銘
に
見
え
る
「
平
胤
方
」
が
東
胤
頼
（
千
葉
常
胤
の
六
男
）
の
孫
の
海

上
次
郎
胤
方
に
同
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
胤
方
は
修
理
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
像
が
定
朝
様
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
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す
る
と
、
造
像
者
は
前
代
の
両
総
平
氏
系
海
上
氏
で
あ
っ
た
可
能
性
を
想
定
で
き
よ
う
。

　

房
総
半
島
太
平
洋
岸
と
陸
奥
方
面
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
奥
州
合
戦
の
恩
賞
と
し
て
千
葉
常
胤
が
陸
奥
南
部
の
太
平
洋
岸
に
集
中

し
て
所
領
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら
に
追
究
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
伊
豆
半
島
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
国

守
補
任
の
あ
り
方
か
ら
も
安
房
国
と
密
接
な
繋
が
り
が
指
摘
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が（

（
（

、
こ
れ
を
さ
ら
に
畿
内
・
西
国
ま

で
を
射
程
に
入
れ
て
考
え
て
み
た
い
。
古
代
の
太
平
洋
交
通
を
対
象
に
し
た
川
尻
秋
生
氏
の
研
究
や

（
（
（

、
最
近
、
新
た
な
視
点
か
ら
伊
勢

平
氏
の
成
立
に
つ
い
て
常
陸
と
伊
勢
と
の
海
上
交
通
路
の
存
在
を
前
提
に
論
じ
ら
れ
た
野
中
哲
照
氏
の
研
究
か
ら
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ

が
多
い

（
（
（

。

　

な
お
、
研
究
の
方
法
と
し
て
は
、
仏
像
の
胎
内
銘
・
納
入
文
書
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
貴
重
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
が
見

落
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
考
古
学
の
み
な
ら
ず
美
術
史
学
と
の
連
繋
の
必
要
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

以
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ
て
、
テ
ー
マ
の
定
ま
っ
た
論
文
に
替
え
て
、
焦
点
は
定
ま
ら
な
い
な
が
ら
、
昨
年
度
の
研

究
の
過
程
で
得
た
様
々
な
知
見
を
加
え
て
、
中
世
前
期
に
至
る
房
総
半
島
太
平
洋
岸
の
在
地
勢
力
の
文
化
環
境
と
、
そ
の
背
後
に
あ
っ

た
太
平
洋
～
香
取
海
の
交
通
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
後
考
の
た
め
の
覚
書
と
し
て
御
海
容
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

注（
1
）
村
石
正
行「
千
葉
一
族
の
西
遷
と
大
和
国
宇
野
荘
─『
鎌
倉
遺
文
』未
収「
信
濃
国
佐
久
郡
長
念
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
胎
内
文
書
」か
ら
─
」（『
年

報　

三
田
中
世
史
研
究
』
一
〇
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
2
）
拙
稿
「
東
国
出
身
僧
の
在
京
活
動
と
入
宋
・
渡
元
─
武
士
論
の
視
点
か
ら
─
」。

（
3
）
市
村
高
男
「
鎌
倉
末
期
の
下
総
山
川
氏
と
得
宗
権
力
─
二
つ
の
長
勝
寺
梵
鐘
が
結
ぶ
関
東
と
津
軽
の
歴
史
─
」（『
弘
前
大
学　

国
史
研
究
』
第
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一
〇
〇
号
、
一
九
九
六
年
」）。

（
4
）
市
村
高
男
「
中
世
常
総
の
内
海
（
入
海
）
と
地
域
社
会
」（
中
央
学
院
大
学
比
較
文
化
研
究
所
『
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
5
）
小
笠
原
長
和
「
下
総
三
崎
荘
の
古
寺
と
海
上
千
葉
氏
」（『
中
世
房
総
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九
六
九
年
）。

（
6
）
横
田
光
雄
「
九
条
家
領
下
総
国
三
崎
荘
に
つ
い
て
」（
拙
編
『
千
葉
氏
の
研
究
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
九
二
年
）。

（
7
）
拙
稿
「
中
世
成
立
期
の
安
房
国
─
源
頼
朝
上
陸
の
背
景
─
」（
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
8
）
川
尻
秋
生
「
古
代
東
国
の
外
洋
交
通
」・「
古
代
東
国
の
沿
岸
交
通
─
中
世
と
の
接
点
を
求
め
て
─
」（『
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
─
人

文
科
学
─
』
第
五
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
9
）
野
中
哲
照
「
伊
勢
平
氏
〈
あ
と
ず
さ
り
定
着
論
〉
─
社
会
構
造
の
変
質
と
武
士
団
の
成
長
─
」（『
古
典
遺
産
』
六
九
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

　
　
　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　
　
　
　

房
総
半
島　

武
士　

海
上
交
通




